（様式８）（２）ア
	事業提案書

	（２）子どもアドボカシーについて
　　ア　管理者やスーパーバイズ体制
管理者やスーパーバイザーが業務の中で担っている役割や、意見表明等支援員との連携体制を記載してください。

	


※　印刷はＡ４サイズ（両面可）としてください。文字のサイズは11ポイント以上とします。
（様式８）（２）イ
	企画提案書

	（２）子どもアドボカシーについて
　　イ　聴き取りの環境・交流形式
意見表明支援の方法についての創意工夫を記載してください。また、聴き取り対象者への安全や心理的負担について、どのように配慮するか記載してください。

	


※　印刷はＡ４サイズ（両面可）としてください。文字のサイズは11ポイント以上とします。
（様式８）（２）ウ
	企画提案書

	（２）子どもアドボカシーについて
　　ウ　聴き取り後の対応方法
聴き取った意見等をどのように整理し、対応する方針か記載してください。また、虐待が疑われる発言があった際の対応フローを記載してください。

	


※　印刷はＡ４サイズ（両面可）としてください。文字のサイズは11ポイント以上とします。
（様式８）（２）エ
	企画提案書

	（２）子どもアドボカシーについて
　　エ　職員配置の考え方
年齢や性別、国籍、障害の有無など、子どもの多様な特性や状況に対応するための取組を記載してください。また、支援員の急な欠員時の対応方法について記載してください。

	


※　印刷はＡ４サイズ（両面可）としてください。文字のサイズは11ポイント以上とします。
